
 

研究経過報告書 

 

                                                   令和２年 10 月 １日 

研 究 員 

（留学者） 
所属 政経学部  職 教授   氏名  川島耕司 

派 遣 期 間 令和２年 ４月 １日 ～ 令和 ２年 ９月 ３０日 

研 究 主 題 等 
スリランカにおける仏教とナショナリズムの関連をアジア諸国

との比較から考える 

報 告 事 項 

（研究活動の概要、内容、成果等、添付書類の見出し等） 

  報告事項に関しては添付の別紙を参照ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

報 告 事 項  （政経学部 川島耕司） 

 

【研究活動の概要】 

 新型コロナウイルスにより、当初予定していた４月からのイギリスでの研究活動が困

難になったため渡航は中止した。比較的近年において出版された書籍、インターネット

等で公開されている雑誌論文、報告書等を用いて自宅にて研究活動を行った。 

 



【研究内容および成果】 

 スリランカでは、多数派シンハラ人と少数派タミル人との間で続いた内戦が終結した

後も、宗教的、民族的対立は収束していない。逆にキリスト教徒やイスラーム教徒に対

する排除や暴力はより深刻になっている。これらの中心となっているのは仏教僧を含む

過激な仏教徒勢力である。また同様の動きは現代のミャンマーにおいてもみられる。本

研究・調査は、ともに上座部仏教を信仰する人口が大多数を占めるスリランカとミャン

マーにおける仏教とナショナリズムの問題を比較し、その特質を探り、この問題の解決

に関する手がかりを検討しようとするものである。 

 スリランカとミャンマーの仏教ナショナリズムには類似点が多い。民族の起源伝承と

仏教との結びつき、植民地主義との関連、インドとの関係、反ムスリム感情の歴史的展

開、仏教徒の商業的ネットワーク強化への欲求、仏教過激主義の政治的利用、特定のマ

イノリティを移民、外国人とみなす傾向などの点で両者は非常に類似している。ミャン

マーでは本来的な市民であることは仏教徒であり、かつビルマ族であるという感覚が非

常に強く、非ビルマ族、非仏教徒の「他者」は国家への脅威であり、地域的あるいはグ

ローバルな権力の利害の道具であるという主張が強い影響力を持っている。同様に、ス

リランカにおいてもシンハラ人はもともとの居住者で、マイノリティは移民、あるいは

外国人として描かれることが多い。 

 また、仏教徒コミュニティが絶対的な多数派であるにもかかわらず「消滅」あるいは

「入れ替わり」に対する深い恐怖が存在することでも共通している。ミャンマーにおい

ては、ラカイン州はベンガル・ムスリムに対峙する「西門」であり、ラカインが守れな

ければ、全ミャンマー、そして東南アジアがイスラーム化されていたという強固な信念

がある。そしてそれがラカイン州に主に居住するロヒンギャ族への迫害の一因となって

いる。スリランカにおいても仏教やシンハラ民族の「消滅」への恐怖はきわめて強い。

そしてそうした恐怖は、グローバル化によって国内の弱小マイノリティが国外の勢力と

のつながりを深めるなかでさらに増幅されている。シンハラ人仏教徒たちはスリランカ

のムスリムたちはよりグローバルな諸力につながっていると感じ、ますます強く「入れ

替わり」の恐怖を抱く。こうして強化された被包囲心理（siege mentality）が外国的

なものとされるマイノリティ諸集団に対するパラノイア的反応を引き起こしている。圧

倒的な多数派でありながらも、エスニックな権力関係が逆転するという根深い恐怖が存

在するのである。ただ、いかに根拠のないものだとしても、こうしたマジョリティの反

応が存在することは事実であり、真摯に向き合う必要があることも確かであろう。自ら

をマイノリティとみなすマジョリティの仏教徒たちが持っている感情により配慮すき

だというマイノリティからの意見も存在する。 

 近年における世界的な反イスラーム言説の広がりやイスラーム過激主義によるテロ

活動等も両国の過激な仏教ナショナリストたちの活動への支持を高める原因となって

いる。2001 年のタリバンのバーミヤンの仏像破壊はムスリムの残酷さ、暴力、非寛容

の例として引用されるようになった。両国においてイスラームのテロリスト団体が活動

を行うようになったことは仏教ナショナリストたちの主張をさらに強めることにつな

がった。ミャンマーではアラカン・ロヒンギャ救世軍が設立され、スリランカではナシ

ョナル・タウヒード・ジャマートという集団によって 2019 年のイースター・テロが引



き起こされた。こうしたなかで、ミャンマーとスリランカの仏教ナショナリストたちは

交流を進め、イスラーム主義のテロの脅威という語りを強め、防御的暴力という観念は

より受容されやすくなっている。 

 ソーシャル・メディアを利用した動員は両国においてみられ、インターネットによる

憎悪の拡散は深刻な問題となっている。ヘイトスピーチはフェイスブックなどにおいて

きわめて容易に拡散するが、それはこうした問題への対処を迅速に行うことが難しいか

らでもある。たとえば燃える寺院やイスラーム過激主義者のテロの画像はそれ自身は攻

撃的ではないが、文脈によっては強力な憎悪扇動の手段となり得る。シンハラ語やビル

マ語でヘイトスピーチを監視する能力を十分にもった人材が不足していることも事態

を悪化させる原因となっている。こうしたなか、情報通信技術と英語が駆使され、オン

ライン上のイスラモフォビアのグローバルなネットワークへの結びつきが強化され、ま

すます効果的な反ムスリム・プロパガンダが発信されるようになった。欧米のイスラモ

フォビア勢力もスリランカとビルマに大きな関心を寄せているとされる。ネットによる

憎悪の扇動に関してはスリランカの方が先行していると言われるが、両国において深刻

な問題であることは間違いない。それゆえ、過激な仏教徒集団への対抗のためには逆に

相互理解のメッセージの拡散にソーシャル・ディアを利用することが重要であるとも考

えられている。実際、ミャンマーでは「花のスピーチでヘイトスピーチを終わらせよう」

という運動が、スリランカでは'Not in Our Name'というキャンペーンが行われた。 

 また、両国に共通する問題の一つとして、イスラーム、あるいはその他の宗教に対す

る一般の人々の不十分な理解をあげることができる。人種主義的なステレオタイプがイ

ンターネットにおいてきわめて容易に拡散される原因の一つは明らかに相互理解の欠

如にある。他宗教に関する正確な理解の促進、教育におけるカリキュラムの設定などが

求められている。困難な状況下にありながらも宗教間対話を求める市民社会的な運動も

両国において根強くなされている。ミャンマーにおいては、宗教的指導者たちの対話が

行われ、在家信者もユースキャンプ、礼拝施設や家庭を訪問すること、共同開発事業、

宗教的祭礼を祝うことなどにおいて相互理解を深めようとしている。スリランカでは

Sarvodaya Shanthi Sena が異なる宗教の説話を集めた子供向けの本を配布したり、エ

スニック研究国際センター(ICES)が宗教的共生に関する映画やアニメ動画を作成した

りしている。こうした動きが今後どのように展開するかという点に関しても注目すべき

であると思われる。大半の仏教僧はほとんど世俗的な教育を受けておらず、現代の社会

的政治的現実を不適切な形でしか理解していないとも指摘されており、仏教僧の教育を

見直すことも必要であると考えられている。まず仏教僧を変え、その後に一般民衆を変

える必要があると主張する高位の仏教僧も存在する。宗教的、あるいはエスニックなア

イデンティティに関わる紛争の解決は非常に困難ではあるが、手に負えないものではな

いと考え、この課題に挑戦しようとする草の根の動きも多く存在するのであり、それら

に注目することは重要であると思われる。 

 さらに、仏教ナショナリズムの社会活動という側面に注意を向けることも重要である

と思われる。ミャンマーにおいては貧困者、老人、病人への奉仕活動、あるいは女性の

権利、特に女性への虐待や一夫多妻制の禁止を求める運動などが行われている。ミャン

マーでは従来仏教寺院が貧困者、病人、老人に食べ物や医療を提供してきた。しかし寺



院は財政事情などでそうした役割を果たせなくなっている。そのため、多くの仏教僧が

仏教ナショナリズム団体であるマバタの旗印の下で社会活動を行っていると報告され

ている。つまりこうした団体は社会的セイフティネットを提供しているのである。弱者

救済やフェミニズム運動がスリランカにおいて仏教ナショナリズムの枠組みのなかで

いかなる形で行われているかは興味深いテーマになりうると思われた。スリランカの場

合も、少子化と世俗教育への需要の高まりにより仏教僧の育成が困難になっていること

が仏教存続への不安の一要因になっているとも指摘されている。実際、スリランカには

現在 12000 以上の寺があるが、2000 以上が閉鎖されたといわれる。存続しているとし

ても農村の小さな寺には一人の僧のみしかおらず、多くの場合その僧も非常に若く、村

の指導を行うのはとても難しいという状態にある。さまざまな社会的、経済的変化の中

で寺院が従来の機能を十分に果たせなくなっていること、しかも弱者に対する世俗的な

施策がきわめて不十分であることが今日の仏教ナショナリズムの影響力拡大の一因で

あるとも考えられる。 

 両国に共通する問題として、不殺生を重要な教義とする仏教、特に両国の仏教の主流

である上座部仏教がどのように暴力を容認するのかという問題がある。仏教ナショナリ

ズムと暴力の問題を検討する上で重要な論点であると考え、この点に関する研究活動を

も行った。キリスト教やイスラームを含むほとんどの宗教の教義において暴力は否定さ

れているが、同時にさまざまな仕方で暴力が容認され、あるいは宗教の名の下に暴力が

行使されてきた。これらの宗教に比べ、仏教は合理的で倫理的、あるいは平和主義的な

宗教であると見なされがちであった。しかし現実には仏教においても暴力が容認され、

現代においてはスリランカやミャンマーにおいて特に深刻な問題となっているのであ

る。 

 仏教と暴力の関係は大乗仏教と上座部仏教ではかなりの違いがある。大乗仏教におい

ては慈悲という教えが重視され、一部には慈悲による殺人を肯定する教義もあった。も

ちろんこれは多くの宗派等によって否定されているのであるが、一部の経典が大乗仏教

の道徳観の形成に、独善的でネガティブな影響を与えることになったとも指摘されてい

る。一方で上座部仏教を信仰するスリランカにおいては、戦争における殺生が悪業とな

ることを恐れる傾向が将兵の中に存在すること、暴力を公然と唱道することに対する自

制があるとされる。しかし、上座部仏教にも護法という論理によって暴力がある意味消

極的に容認されてきた歴史があることも事実である。ミャンマーにおいては、戦争によ

ってブッダの教えを護ることは、功徳を積むことのみならず、極楽やニルヴァーナに向

かう道ともなるとしてむしろ積極的に暴力を肯定する論理が存在するともいわれる。た

だ、仏教僧の組織であるサンガの中にも不殺生の教義の解釈に関してはさまざまな声、

視点、緊張関係があるとされ、さらなる研究が必要であるように思われる。 

 スリランカとミャンマーにおける宗教、政治、仏教ナショナリズムなどに関しては過

去数年間に多数の文献が公開された。今回の学外派遣においては、主にそれらの文献の

検討を行うなかでさまざまな新しい知見を得ることができた。特に、マジョリティのも

つ恐怖、相互理解への動き、仏教のもつ社会経済的役割などへのさらなる注目は必要で

あるように思われた。今回の学外派遣における研究成果を今後の教育、研究に活かして

いきたい。 
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